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「皮膚科漢方エキスパートセミナー」の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

私自身は漢方に精通しているわけでもなく、漢方薬を処方した経験も決して豊富では

ありません。私が医学生の頃には当然ながら漢方に関する講義はありませんでした。

皮膚科医になってからは漢方を学ぶチャンスはありましたが、何となく漢方との 

間に距離を置いていたように思います。その背景にあるのは、漢方における「随証治療」

です。「証」を学ぶことに高いハードルを感じておりました。

しかし、実際には漢方の極意を学ばなくても、漢方を駆使することによって皮膚科

領域の疾患や美容医療に対する新たなアプローチ法として活用することで、一人で

も多くの患者さんの苦痛を取り除くことができるのでないかと期待しています。

本日は『健やかな肌に導く皮膚科医の新戦略』と題して、スペシャリストの先生方

にご講演いただきます。漢方治療のスペシャリストの諸先生にも、またこれからスペ

シャリストを目指そうとされる諸先生にも参考にされることが多くあると思います。

是非、明日からのご診療にお役立ていただければ幸いに思っております。
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